
 

 

 

 

 

 

 

 

 

      平成１７年  ３月号 

Ｎｏ．２０４ 
桜木公民館 

     周南市城ヶ丘２－４－２１ 
ＴＥＬ 0834（28）5973 
ＦＡＸ 0834（29）0788 

sakura-ko@city.shunan.yamaguchi.jp 
 

 

 

 

さくらぎ 

山
口
県
と
周
南
市
の
共
催
に
よ
る

自
主
防
災
組
織
リ
ー
ダ
ー
研
修
会

が
、
１
月
３０
日
（
日
）
桜
木
公
民
館

を
会
場
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

桜
木
地
区
の
各
種
団
体
か
ら
４１
名

の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。
会
場
に
は

ピ
ー
ン
と
緊
張
感
が
張
り
つ
め

「
我
々
の
町
は
我
々
の
手
で
守
る
の

だ
」
と
言
う
切
実
感
が
ひ
し
ひ
し
と

伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。 

 

自
治
会
単
位
で
編
成
さ
れ
た
グ
ル

ー
プ
で
、
演
習
を
中
心
に
研
修
が
進

め
ら
れ
ま
し
た
。 

・ 

山
や
川
・
た
め
池
・
崖
・
平
地
等

の
地
形
の
特
徴 

・ 

公
園
・
道
路
・
広
場
・
空
き
地
等

の
町
の
構
造 

・ 

医
師
・
看
護
婦
・
団
体
役
員
等
の

人
的
防
災
資
源 

を
自
治
会
地
図
上
に
書
き
出
す
作
業

で
は
、
一
段
と
熱
気
を
帯
び
て
き
ま

し
た
。 

こ
れ
ら
一
連
の
作
業
を
通
し
地
域

に
潜
む
問
題
も
具
体
の
姿
で
浮
か
び

上
が
っ
て
き
ま
し
た
。
桜
木
地
区
の

特
徴
を
熟
知
し
た
上
で
、
桜
木
地
区

だ
け
に
適
用
さ
れ
る
災
害
の
防
ぎ
方

第
二
章
「
実
践
編
」
へ
と
論
が
進
ん

で
ま
い
り
ま
し
た
。 

グループ毎のまとめと発表 

総力を挙げ
て作成した
防災マップ 

mailto:sakura-ko@city.shunan.yamaguchi.jp
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桜
木
公
民
館
の
講
座
生
を
対
象
と
し
た

人
権
教
育
研
修
会
が
、
２
月
１５
日
（
火
）
公

民
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

こ
の
研
修
会
に
は
、
多
く
の
講
座
生
に
加

え
、
人
権
教
育
推
進
委
員
の
方
々
や
地
域
の

希
望
者
の
方
々
も
加
わ
り
、
７０
人
も
が
集
う

盛
大
な
研
修
会
と
な
り
ま
し
た
。
講
師
は
前

周
陽
中
学
校
長
の
内
山
紘
一
先
生
で
し
た
。

時
間
は
わ
ず
か
１
時
間
程
度
で
し
た
が
、
参

加
者
の
皆
さ
ん
は
、
和
や
か
な
雰
囲
気
の
中

で
反
応
豊
か
に
聴
講
さ
れ
て
い
ま
し
た
。 

 

今
さ
ら
人
権
教
育
で
も
な
い
だ
ろ
う
と

言
わ
れ
る
人
も
あ
り
ま
す
が
、
気
に
な
る
こ

と
も
あ
る
。・
・
・
・
と
。 

 

社
会
が
大
き
く
変
わ
っ
て
生
活
が
豊
か

に
な
っ
て
き
た
こ
と
で
、
豊
か
な
人
間
関
係

を
結
ぶ
機
会
が
少
な
く
な
っ
て
き
た
せ
い

か 

〇
家
庭
の
絆
・
子
育
て
人
権
（
受
容
の
心
） 

〇
加
害
者
意
識
の
少
な
さ 

〇
我
が
身
つ
ね
っ
て
他
人
の
痛
さ
を
知

れ
・
・
・ 

〇
個
人
主
義
・
「
み
ん
な
と
同
じ
」
の
考

え
方 

等
々
・
・ 

こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
身
近
な

会
話
の
中
に
も
、
人
権
意
識
を
強
く
持
っ
て

臨
む
こ
と
が
大
切
で
あ
ろ
う
。
と
・
・
・ 

「
と
っ
て
お
き
の 

お
話
」 

「
豊
か
な 

人
間
関
係
を
・
・
・
」 

 

人
権
教
育
研
修
会
実
施 

全
国
家
庭
教
育
フ
ォ
ー
ラ
ム
や
ま
ぐ
ち
大
会 

に
参
加
し
て 

 

講
演
「
生
き
る
力
を
育
て
る
家
庭
と 

地
域
の
は
た
ら
き
」 

講
師 

筑
波
女
子
大
学 

門
脇
厚
司
学
長 

 

二
十
年
以
上
も
前
か
ら
「
社
会
力
」
が
衰
退
し
て

い
る
。
社
会
力
と
は
、
人
と
人
と
が
つ
な
が
り
多
様

良
好
な
関
係
を
つ
く
り
な
が
ら
日
常
生
活
を
ス
ム
ー

ズ
に
送
れ
る
よ
う
に
な
る
能
力
だ
が
、
今
の
日
本
人

に
は
、
そ
の
能
力
が
急
速
に
衰
え
て
い
る
。
他
者
を

自
分
の
中
に
取
り
込
む
、
自
分
以
外
の
人
の
こ
と
を

自
分
の
こ
と
の
よ
う
に
思
う
と
い
っ
た
社
会
生
活
を

す
る
人
間
に
と
っ
て
最
も
大
切
な
営
み
が
抜
け
落
ち

て
お
り
、
そ
れ
が
社
会
力
を
衰
弱
さ
せ
て
い
る
。 

・
・
・
・
・
・
・ 

 

大
人
が
子
ど
も
と
関
わ
る
絶
対
量
を
増
や
し
て
い

け
ば
人
へ
の
関
心
や
愛
着
が
育
ま
れ
る
。 

 

先
ず
家
庭
で
父
親
母
親
が
子
ど
も
に
愛
情
を
持
っ

て
き
ち
ん
と
関
わ
っ
て
ほ
し
い
。
子
ど
も
の
本
当
の

友
だ
ち
は
大
人
で
あ
る
。 
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２
月
の
活
動
記
録
簿 

1/28（金）桜木小学校１年生（老連） 
「むかしのあそびをしよう」 
  あそびの達人 32 名の皆さんが 

遊びの極意を伝授されました。 

1/28（金）周南市老連 
「健康づくり事業」 

 ニュースポーツ講習会 
（老連） 

若々しい現役時代のプレ
ーが随所に見られました。 

2/17（木）資源回収（老連） 
 多くのご家庭から回収しやすいよう
に梱包し軒先に出していただきました。 

皆様方の善意は、金額の何倍にも膨れ
あがって伝わってきました。 

2/11（金） 
建国記念の日奉祝行事 

『とおの山ウォーク』 
 家族のハイキング、子ども
会のクイズなどで山頂がにぎ
わい、「とおの山会」や「地域
通貨」の皆さんによる豚汁・
綿菓子の販売でゴールがにぎ
わいました。 とおの山山頂 

馬屋公園での開会行事 

 

竹
と
ん
ぼ
あ
そ
び 

竹
馬
あ
そ
び 

折り紙あそび 
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    これからの予定 

3 月 

６日（日） 第２回ウォークラリー（8:30）［体振］ 

１０日（木） 周陽中学校卒業式（10:00） 

１０日（木） 文化祭コミ文化部会（19:00） 

１１日（金） 向道湖福祉農園作業（9:00）［老連］ 

１８日（金） 桜木小学校卒業式（9:30） 

１８日（金） さくらぎ文化祭準備（10:00） 

１９日（土） 第２２回  （9:30～15:00） 

２０日（日）  さくらぎ文化祭（9:30～14:00）  

２３日（水） コミ連絡調整会議 （19:00） 

２９日（火） 公民館運営協議会（14:00） 

  

 

 

 

３月１７日（木）まで 桜木公民館に 

さくらぎ文化祭で遊休品バザー（20 日 9：30～）を

行います。 

ご家庭で眠っている不用品（できれば新品）があり

ましたらご提供ください。 

売り上げは、地区の福祉事業などに有効に使わせて

いただきます。     （桜木地区社会福祉協議会） 

        （桜木地区社会福祉協議会 

 

 
 

《 

俳
句
コ
ー
ナ
ー 

》 

・農
具
市 

新
製
品
を 

熱
く
み
る 

・山
揺
れ
て 

う
ず
巻
く
帯
の 

杉
の
花 

・運
勢
は 

恋
実
る
と
や 

シ
ョ
コ
ラ
の
日 

・梅
の
香
を 

胸
に
吸
い
込
む 

子
の
笑
顔 

・畔 あ
ぜ

の
道 

緑
の
ボ
ー
ル 

蕗
の
た
う 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（一
洋
） 

【
編
集
後
記
】 

 

夏
休
み
や
冬
休
み
の
長
い
休
み
に
入
る
と
子

ど
も
た
ち
の
行
事
も
増
え
、
公
民
館
を
利
用
す
る

回
数
も
多
く
な
り
ま
す
。 

 

子
ど
も
た
ち
は
、
落
書
き
の
天
才
で
、
休
憩
時

間
な
ど
に
は
、
空
い
て
い
る
部
屋
に
入
っ
て
黒
板

に
思
う
存
分
落
書
き
を
楽
し
ん
で
い
る
よ
う
で

す
。 

 

し
か
し
、
ま
だ
落
書
き
の
消
し
忘
れ
に
は
一
度

も
出
会
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。
恐
ら
く
お
母

さ
ん
方
が
最
後
の
見
届
を
し
、
汚
し
た
黒
板
の
掃

除
を
し
て
帰
ら
れ
る
か
ら
で
し
ょ
う
。
お
母
さ
ん

方
の
ご
苦
労
が
感
じ
と
れ
ま
す
。 

 

わ
た
し
の
勉
強
部
屋 

 
 

子
ど
も
は
汚
す
人
、
お
母
さ
ん
は
掃
除
す
る
人

で
い
い
の
で
し
ょ
う
か
。 

 

落
書
き
し
た
後
の
汚
れ
に
気
づ
き
、
自
分
の
手

で
き
れ
い
に
掃
除
す
る
。
（
犯
し
た
エ
ラ
ー
に
気

づ
き
自
分
の
手
で
エ
ラ
ー
を
改
め
る
。
）
こ
れ
が

学
習
の
は
ず
で
す
。
子
ど
も
が
エ
ラ
ー
し
、
改
め

る
の
は
母
親
。
こ
れ
で
は
子
ど
も
の
学
習
に
は
な

り
ま
せ
ん
。
子
ど
も
が
学
習
す
べ
き
一
番
美
味
し

い
部
分
を
母
親
が
横
取
り
し
て
い
ま
せ
ん
か
。
と

は
言
っ
て
も
学
習
す
る
力
の
な
い
子
ど
も
に

百
％
の
学
習
を
強
い
る
こ
と
も
で
き
な
い
で
し

ょ
う
。 

 

さ
じ
加
減
が
大
切
で
す
。 

 

資源物回収への 
ご協力 

ありがとう 
ございました 

   

回収量  １９、７５７ｋｇ 

 

 

桜木地区老人クラブ連合会 


